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健康増進部のイベント支援事業

• からだのケンサ体験パーク（大磯チャレンジフェスタ）への支援
•神奈川県武術太極拳選手権大会への支援
•城下町おだわらツーデーマーチへの支援



健康増進部の講習会 •健康増進理学療法講習会
• 2021年3月7日（日） WEB開催

フレイルの概念と評価・アプローチ vol.1
身体的フレイルとロコモーティブシンドローム

①株式会社ツクイ 波戸真之介 先生
「高齢者向けを対象とした身体機能検査は、握力や歩行速度を代表として、多くのも
のが様々な場面で活用されている。本講習では、身体的フレイルの予防に焦点を当てて
各検査方法を整理し、実施方法を説明するとともに、測定結果から転倒やADL低下の発
生リスクを予測するといった活用方法の紹介を行う。」

②横浜市スポーツ医科学センター 中田周兵 先生
「身体的フレイルの要因としてロコモーティブシンドロームの占める割合は大きい。運
動器疾患を背景とした身体機能の低下による社会活動の制限は、社会的・精神的フレイ
ルにも大きく影響を及ぼす。本講習では、特にロコモーティブシンドロームの原因とな
る膝疾患や腰部疾患に対する基本的な評価から具体的なアプローチ、セルフエクササイ
ズについて紹介する」



障害者スポーツ支援係のイベント支援事業

• かながわパラスポーツフェスタへの支援
•川崎市障害者スポーツ大会への支援
• ジャパン・ライジング・スター・プロジェクトへの支援
（日本障害者スポーツ協会事業）



障害者スポーツ支援係の講習会 • 障害者スポーツ理学療法講習会
• 2021年3月14日（日） WEB開催



スポーツ支援部の大会・イベント支援事業

•神奈川県高校野球大会への支援
•横浜マラソンへの支援
• YOKOHAMAビーチスポーツフェスタへの支援



スポーツ支援部の講習会 • スポーツ理学療法講習会
• 2021年2月23日（祝・火） WEB開催



スポーツ支援部の人材育成事業

本会人材育成のモデル事業
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スポーツ⽀援部による⼈材育成

応用研修②
スポーツ現場における
スポーツ理学療法

応用研修①
医療施設における
スポーツ理学療法

基礎研修
スポーツ理学療法

の基礎

学生～プロスポーツチームでの研修、
現場を題材にしたグループワーク研修 等

スポーツPT育成講習会の受講
（部位別スポーツPT、テーピング、トレーニングなど）

県内スポーツ専門施設での研修
（スポーツ外傷術後早期リハ & アスリハ）

STEP1

STEP2

STEP3

スポーツ⽀援部への登録



公益社団法⼈
神奈川県理学療法⼠会

社会局スポーツ⽀援部

◯◯◯○病院

◯◯◯○病院

◯◯◯○
スポーツ運動
科学研究所

競技団体/チーム
教育機関（⼤学等）

◯◯◯○
整形外科

◯◯◯◯
整形外科

◯◯◯◯
◯◯◯センター

スポーツ⽀援部の構成
部⻑ ●●● ●●（●●⼤学）

副部⻑ ●● ●●（●●●●●●整形外科） ●● ●●（●●●●センター）

部員

●● ●●（●●●●病院） ●● ●●（●●●●⼤学）

●● ●●（●●●●整形外科） ●● ●● ⇔ 県⾼野連

●● ●●（●●●●病院） ●● ●● ⇔ 県バスケ協会

●● ●●（●●●●） ●● ●●（●●●●●病院）

●● ●●（●●●●協同病院） ●● ●●（●●⼤学●●研究所）

●● ●● ⇔ 横浜市スポーツ協会

社会局 担当理事
鈴川仁⼈

◯◯◯○病院◯◯◯○病院



⼈材育成の時期・内容・想定⼈数

年間参加者数
20名

年間参加者数
30名

年間参加者数
40名

トップレベル（バスケ、サッカー、その他）
学生（大学運動部、高校運動部、その他）
*参加要件：STEP1+2+救急法を終了した県士会員

講習会（座学/実技）：基礎科学、スポーツPT（部位別・術後・予防）、
スポーツ動作、トレーナー、テーピング、トピックス
*参加要件：県士会員、他都道府県士会会員、非会員

STEP1：スポーツPT育成講習会：3日間（2021年度開始）

STEP2：スポーツ専門医療機関での研修：2施設以上（2022年度開始）

STEP3：スポーツ現場での研修：２箇所以上（2022年度開始）

スポーツ支援部への登録数：20名/年（2022年度以降）

術後（関東労災、日本鋼管、相模原協同、藤沢湘南台）＞１件
外来（YSMC、昭和、緑園ゆきひろ、ｳｪﾙｹｱわきた）＞１件
*参加要件：STEP1を修了した県士会員



Step 1 スポーツPT育成講習会の内容
テーマ 内容 講師

スポーツ理学療法に必要な
基礎科学の知識 組織のヒーリングプロセス、RICEの科学 ●● ●●

（●●大学）

上肢のスポーツ理学療法 上肢のスポーツ理学療法（評価、治療、アスリハ） ●● ●●
（●●●●整形外科）

体幹のスポーツ理学療法 頚部・腰部のスポーツ理学療法（評価、治療、アスリハ） ●● ●●
（●●●●大学）

下肢のスポーツ理学療法 下肢のスポーツ理学療法（評価と治療、アスリハ） ●● ●●
（●●●●●●●●ｾﾝﾀｰ）

術後のスポーツ理学療法 スポーツ疾患の術後リハビリテーション
（ACL、半月、アキレス腱断裂）

●● ●●
（●●●●病院）

スポーツ動作とトレーニング スポーツ動作の評価とトレーニング ●● ●●
（●●●●整形外科）

予防/再発予防の
スポーツ理学療法 スポーツ疾患予防の理論と実践（研究法） ●● ●●

（●●●●病院）
トレーナーの役割と実際 トレーナーの役割と実際（救急処置） ●● ●●

（●●●●整形外科）
スポーツ現場に必要な
脳震盪や内科的疾患の知識 脳震盪（評価と対応）、熱中症及びその他の内科的疾患 ●● ●●

（●●●●病院）
スポーツ現場で有効なテーピング スポーツ現場で用いるテーピング技術

（伸縮、非伸縮、キネシオ、ロイコ）
●● ●●
（●●●●●●●●ｾﾝﾀｰ）



Step 1 スポーツPT育成講習会のスケジュール

時間 テーマ 形式 講師
09:00-10:00 60分 スポーツ理学療法に必要な基礎科学の知識 座学 ◯◯◯ ◯◯ （◯◯大学）
10:00-12:30 180分 体幹のスポーツ理学療法 座学/実技 ◯◯ ◯◯ （◯◯◯○大学）
13:40-16:40 150分 術後のスポーツ理学療法 座学/実技 ◯◯ ◯◯ （◯◯◯◯病院）

時間 テーマ 形式 講師
09:00-09:50 50分 脳震盪や内科的疾患の知識 座学/実技 ◯◯ ◯◯ （◯◯◯◯病院）
10:10-12:40 180分 上肢のスポーツ理学療法 座学/実技 ◯◯ ◯◯ （◯◯◯◯◯◯◯◯整形外科）
14:40-16:40 150分 スポーツ動作とトレーニング 座学/実技 ◯◯ ◯ （◯◯◯◯整形外科）

時間 テーマ 形式 講師
09:00-10:00 50分 予防/再発予防のスポーツ理学療法 座学 ◯◯ ◯◯ （◯◯◯◯病院）
10:10-12:40 180分 下肢のスポーツ理学療法 座学/実技 ◯◯ ◯◯ （◯◯◯◯◯◯◯◯センター）
09:00-09:50 50分 トレーナーの役割と実際 座学 ◯◯ ◯ （◯◯◯◯整形外科）
13:40-16:40 120分 スポーツ現場で有効なテーピング 座学/実技 ◯◯ ◯◯ （◯◯◯◯◯◯◯◯センター）

● 1日目 2022年2月11日 （金・祝） 9:00-16:40

会場 ： ◯◯大学保健医療学部

● 2日目 2022年2月23日 （水・祝） 9:00-17:00

● 3日目 2022年3月21日 （月・祝） 9:00-16:40


